
わたしは、にんげんのくにからきた

ものだけれども、かえりみちがわか

らなくて、こまっているのよ。だれ

かしっているなら、おしえてちょう

だいな」すると、そのなかの、いち

ばんとしよりらしいひばりが、こう

いいました 「りいちょ、りちょ」。

「まあ、それは、なんという、いみ

なの 「ちょんぐりい、ちょんぐり」

い 「ちっともわからないわ 「ち」 」

りる、ちる 「つまらないわねえ。」

そんなことばじゃ、ぜんぜんおはな

しにならないわ」と、おしゃべりひ

めが、いいますと、こんどは、あつ

まっていたひばりが、みんな、いっ

せいに、しゃべりだしました 「ぴ。



ーくい、ぴーくい」おしゃべりひめ

は、あんまりやかましいので、びっ

くりして 「まあ。なんてやかまし、

いんでしょう。そんなにしゃべっち

ゃ、わたしのみみが、つぶれてしま

うよ。やめてちょうだい、やめてち

ょうだい」と、いいましたが、ひば

りたちは、なかなかやめません。な

おも、よってたかって、しゃべりつ

づけます。おしゃべりひめは、あん

まりひばりたちにしゃべりつづけら

れて、これはたまらぬと、りょうて

でみみをおさえて、にげだすと、ひ

ばりたちは、なおもしゃべりつづけ

ながら、おっかけてきます。そのう

え、いつ


